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WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHAグループは先日チョンブリ県の5つの地区を訪問し、400名の高齢者にインフルエンザの予防接種を行いました。
WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役は、特に雨季の最中に重
い病気にかかるリスクを減らすために免疫機能を高めることの大切さについて地域住民に説明しました。寺院、学校やコミュ
ニティーセンターで実施されたこの活動は、人々の健康と幸福を促進することを目的としたもので、WHA 工業団地周辺の地
域住民に対する社会貢献の取り組みの一環です。

航空宇宙業界の代表団が
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問
航空宇宙業界の代表団が
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問

海外の航空・宇宙産業の代表団が先日WHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・シーボード工業
団地（ラヨーン）を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役
（中央）による歓迎を受けました。一行は航空宇宙分野のサプライヤー企業、オマダ・インターナショナル（タイランド）株式会
社が誇る最先端の施設の総合的な見学などを行いました。同代表団は航空宇宙製造部門の堅固な成長ぶりを視察し、タイ国
内の投資機会を探ることを目的としてタイを訪れました。

日本からの代表団がWHAインダストリアル・ディベロップメント社
のEEC自動車産業クラスターを訪問
日本からの代表団がWHAインダストリアル・ディベロップメント社
のEEC自動車産業クラスターを訪問

日本の財団法人国際情報化協力センター（CICC）の代表団が先
日WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社を訪問し
ました。同代表団がタイを訪問した目的は、情報技術分野での協
力関係を強化することです。一行はWHAの工業団地運営の概要
について説明を受けた後、タイの自動車産業クラスターを構成し
ているイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）とWHAイース
タン・シーボード工業団地1の見学を行いました。

福岡県の経済界代表団が 
WHAインダストリアル・
ディベロップメント社を訪問

福岡県の経済界代表団が 
WHAインダストリアル・
ディベロップメント社を訪問

日本の福岡県の経済界代表団が先日WHAインダストリアル・デ
ィベロップメント株式会社を訪れ、ラッダ・ロジャナウィライウッド
工業団地顧客開発担当副社長（前列右端）による歓迎を受けまし
た。同代表団は工業団地を視察し、タイのEECにおける投資機会
を探るという任務を負ってタイを訪問しました。一行はWHAイー
スタン・シーボード工業団地1の賃貸用工場の詳細な見学を行い
ました。

宮崎県の経済界代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問
宮崎県の経済界代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問

日本の宮崎県の経済界代表団が先日WHAインダストリアル・デ
ィベロップメント株式会社を訪れ、ラッダ・ロジャナウィライウッド
工業団地顧客開発担当副社長（前列右から2人目）による歓迎を
受けました。同代表団は東部経済回廊（EEC）における投資の可
能性について調査し、日本とタイとのさらなる協力の機会につい
て話し合うために来タイしました。一行はイースタン・シーボード
工業団地（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1を
くまなく回り、タイ国内と海外の顧客企業が利用できるWHAの
世界水準の施設とエンドツーエンドのインフラストラクチャーを
見学しました。

オーストラリアの貿易使節団がWHAスマート・ウェアハウスを視察 
WHAメガ・ロジスティクスセンターで
オーストラリアの貿易使節団がWHAスマート・ウェアハウスを視察 
WHAメガ・ロジスティクスセンターで

オーストラリア貿易・投資委員会（Austrade）の委員と実業家の代表団
が先日、WHAコーポレーション株式会社を訪れて、サムットプラカーンの
WHAメガ・ロジスティクスにあるWHAスマート・ウェアハウスを視察しま
した。Austradeのスチュアート・リース貿易・投資委員（左端）に率いられ
た同代表団による今回の訪問はパートナーシップの構築が可能な分野を
特定することを目的としたもので、「タイへのスマート・ロジスティクス＆ウ
ェアハウジング・ミッション」の一環です。

オハイオ州とペンシルバニア州の経済界代表団が
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）と 
WHAイースタン・シーボード工業団地1を訪問

オハイオ州とペンシルバニア州の経済界代表団が
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）と 
WHAイースタン・シーボード工業団地1を訪問

Ohio Small Business Development Center（SBDC）、Northwest 
Pennsylvania Regional Planning and Development Commission、
およびColumbiana County Commissionの経済界代表団がWHAの
工業団地を訪問し、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社
のラッダ・ロジャナウィライウッド工業団地顧客開発担当副社長（左から2
人目）による歓迎を受けました。一行はイースタン・シーボード工業団地
（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）か
ら成るタイの自動車産業クラスターの世界水準の施設をくまなく見学し
ました。また、高品質の製品を様々な業界の顧客に供給している米国企
業、Ampacet社の地域本社と製造工場も訪れました。

バングラデシュの投資視察団がWHAの工業団地を訪問バングラデシュの投資視察団がWHAの工業団地を訪問

バングラデシュ投資開発庁（BIDA）の職員が先日、WHAインダストリア
ル・ディベロップメント株式会社が開発したイースタン・シーボード工業団
地（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1を訪れました。一
行はWHAインダストリアル・ディベロップメント社のスワッド・キッドソポ
ン現場監督主任（前列中央）による歓迎を受けました。同視察団は日本国
際協力機構（JICA）が支援する「バングラデシュにおける投資促進および
産業競争力強化」協力プロジェクトの一環として、様々な業種の顧客に対
応するために、WHAの工業団地運営の概略説明を受けました。また、世
界水準の賃貸用施設と製造工場の現場見学も行いました。この訪問は、
タイとバングラデシュの結び付きを強め、経済と投資での協力を促進する
ことを目的としたものです。 

マヒドン大学の代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社のESIE（ラヨーン）とWHA ESIE 1を訪問
マヒドン大学の代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社のESIE（ラヨーン）とWHA ESIE 1を訪問

マヒドン大学公衆衛生学部の教職員から成る代表団がWHAの
工業団地を訪れ、WHAインダストリアル・ディベロップメント社
のウィワット・ジラティカーンサクン工業・国際担当最高執行責任
者（中央）と、WHAコーポレーションのシヤパス・チャンタチャイ
ロート法人マーケティング担当取締役（前列右から4人目）による
歓迎を受けました。一行はイースタン・シーボード工業団地（ラヨ
ーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1の世界水準の製
造施設を訪れ、WHA工業団地の運営方法を見学しました。この
訪問で得られた情報は、EEC地域における教育研究と学術的サ
ービスのカリキュラム開発に利用されます。 
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最
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述
べ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち

は
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に
お
け
る
弊
社
の
10
か
所
目
の

写真は、 WHAコーポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グルー
プ CEO（中央）、WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社のデビッド・ナード
ン工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左から3人目）、WHAインダストリアル・ディベロッ
プメント株式会社のウィワット・ジラティカーンサクン工業・国際担当最高執行責任者（左
から2 人目）、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のラッダ・ロジャナウィ
ライウッド工業団地顧客開発担当副社長（左端）、Chengshan グループ取締役会会長の
Mr. Che Hongzhi（右から 3 人目）、Prinx Chengshan 社ゼネラルマネージャーの Mr. Che 
Baozhen（右から2人目）、中国銀行（タイ）のCEO兼国別責任者のMr. Li Feng（右端）

WHAグループがチョンブリ県の高齢者を対象に
無料インフルエンザ予防接種を実施
WHAグループがチョンブリ県の高齢者を対象に
無料インフルエンザ予防接種を実施

WHAグループは先日、チョンブリ県とラヨーン県で毎年恒例の教師向けアートキャンプを開催しました。同キャンプは今年で
9回目となります。WHA 工業団地周辺に位置する16の学校と幼児園から合計38名の教師が特別な美術教育セッションに
参加し、美術を通じて感情と創造性を表現しようという気持ちを児童に起こさせる方法を学びました。アートキャンプの閉会
式ではWHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（3列目中央）が
4日間のコースの修了者に祝辞を述べました。今年のコースは「水は命」（Water is Life）をテーマとして実施されました。

WHAグループが第9回教師向けアートキャンプを開催
児童の間に美術を愛する心を植え付けることが目的
WHAグループが第9回教師向けアートキャンプを開催
児童の間に美術を愛する心を植え付けることが目的

工
業
団
地
、
W
H
A 

E
S
I
E 

3
の
開

業
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
最
初
の
入

居
企
業
と
し
てPrinx Chengshan 

T
ire

（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
を
迎
え
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
タ
イ
に
お
け

るPrinx Chengshan

社
の
投
資
は
、

タ
イ
の
自
動
車
産
業
が
前
進
す
る
た
め

の
重
要
な
一
歩
で
あ
り
、
海
外
の
投
資

家
に
と
っ
て
E
E
C
が
魅
力
的
で
あ
る

こ
と
の
証
で
す
。
近
日
中
に
さ
ら
に
多

数
の
企
業
が
入
居
す
る
見
込
み
で
、
今

後
5
年
間
の
W
H
A 

E
S
I
E 

3
へ
の

投
資
額
は
1,
4
0
0
億
バ
ー
ツ
（
44
億

1,
0
0
0
万
米
ド
ル
）
と
見
積
も
ら
れ

て
い
ま
す
。」

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
弊
社
の
工
業
団
地
が

Prinx Chengshan

社
の
投
資
先
に
選

ば
れ
、
同
社
を
W
H
A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
て
光
栄
で

す
。
世
界
水
準
の
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
、

優
れ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、

そ
し
て
戦
略
的
な
立
地
を
備
え
た

W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
、Prinx 

Chengshan

社
が
事
業
を
拡
大
し
、
国

際
的
な
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
理
想

的
な
選
択
肢
で
す
。」 

　

Chengshan

グ
ル
ー
プ
取
締
役
会
会

長
のM

r. Che H
ongzhi

は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。「
弊
社
に
と
っ
て
海

外
初
の
工
場
を
タ
イ
の
W
H
A 

E
S
I
E 

3
に
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

弊
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
拡
張
が
大
き
く

進
展
し
ま
す
。
2
年
間
に
わ
た
っ
て
調

日本の衛生陶器大手メーカーの子会社であるTOTO（タイランド）
社は先日、WHAサラブリ工業団地（WHA SIL）で建設中のタイ第
3工場のために仏教行事「メリットメイキング・セレモニー」を開催
しました。この行事に出席した WHA インダストリアル・ディベロ
ップメント株式会社のタニン・スッブーンルアン工業団地開発・工
業・国際担当副社長（右側）は、TOTO（タイランド）社と同社スタッ
フに恵みが与えられるよう祈りを捧げた後、同社のシマダ・タカヤ
ス社長（左側）に記念品を贈呈しました。

カスタマーニュース

TOTO（タイランド）社が
WHAサラブリ・インダストリアルランドで仏教行事を開催
第3工場建設工事の安全を祈願

TOTO（タイランド）社が
WHAサラブリ・インダストリアルランドで仏教行事を開催
第3工場建設工事の安全を祈願

　

バ
ン
コ
ク
、2
0
1
9
年
5
月
24
日 

ー 

W
H
A
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
は
ラ

ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
の
廃
水
管
理
・

処
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
、
自
治
体
へ
の
引
き
渡

し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
新
施
設

は
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
に
あ
る
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）（
E
S
I
E
）
の
近

く
に
位
置
し
、
1
日
あ
た
り
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の

処
理
能
力
を
備
え
て
お
り
、
植
物
と
微
生
物
の
自
然
の

力
を
利
用
し
た
技
術
で
あ
る
人
工
湿
地
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
し
い
廃
水
管
理
・
処
理
シ
ス
テ
ム
設
置
の

発
端
と
な
っ
た
の
は
、
偉
大
な
る
プ
ミ
ポ
ン
・
ア
ド
ゥ

ン
ヤ
デ
ー
ト
前
国
王
陛
下
が
推
進
し
た
、
廃
水
を
生
物

学
的
に
処
理
す
る
取
り
組
み
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。
こ
の
施
設
は
水
質
を
改
善
す
る
た
め
の
W
H
A
の

C
S
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「Clean W

ater for Planet
」

の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
体
系
的
な
廃
水
管
理
を
導
入
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
関
し
て
工
業
団
地
入
居
企
業
と
地
域
住
民
の
意
識
を

高
め
、
衛
生
的
で
安
全
な
水
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
表
し
た
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
で
、
近
隣
の
地
域
社
会
に
プ
ラ
ス
の
変
化
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

同
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。「
こ
の
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
と
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
の
教
育
、
健
康
と
幸
福
に
関
す
る
弊
社
の
関
心
が

組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
自

社
の
工
業
団
地
周
辺
に
健
康
的
で
力
強
い
地
域
社
会
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
連
の
活
動
を
開
始

し
、
認
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
地
域
住
民
と

直
接
的
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

示
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
政
策
の
目
標

達
成
に
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
了
の
発
表
に
あ
た
り
、
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会

社
の
ウ
ィ
ワ
ッ
ト
・
ジ
ラ
テ
ィ
カ
ー
ン
サ
ク
ン
工
業
・

海
外
担
当
最
高
執
行
責
任
者
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東
部
経
済
回

廊
（
E
E
C
）
に
お
け
る
弊
社
工
業
団
地
近
隣
の
地
域

社
会
と
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
結
び
付
き
を
反
映
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
私
た
ち
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
弊
社
は
最
善
の
工
業
団
地
の
施

設
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
環
境
を
保
護
し
て
維
持
す

る
こ
と
に
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。
責
任
あ
る
姿
勢
が

伴
わ
な
け
れ
ば
、
成
長
と
進
歩
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。」

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
、
W
H
A
は
人
工
湿
地

の
建
設
と
資
金
調
達
を
担
い
ま
し
た
。
施
設
が
完
成
し

査
・
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
タ
イ
が
明

ら
か
に
最
善
の
選
択
肢
で
あ
る
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
タ
イ
は
東
南
ア
ジ

ア
経
済
の
先
導
者
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

天
然
ゴ
ム
の
供
給
元
と
し
て
も
世
界
最

大
手
の
1
つ
で
す
。
E
E
C
と
W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
卓
越
し
た
立
地
条
件
、

有
資
格
の
人
材
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

施
設
、
便
利
な
物
流
と
イ
ン
フ
ラ
を
備

え
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
強
い
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私
た
ち

の
投
資
の
重
要
な
要
因
で
、
弊
社
製
品

の
競
争
力
を
高
め
る
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
と
の
間
で
お
互
い

に
利
益
を
も
た
ら
す
長
期
的
な
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。」 

W
H
A 

E
S
I
E 

3
：
E
E
C
の
次
世

代
産
業
に
関
す
る
承
認
を
取
得
済
み

 　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
最
も
新
し
い
工

業
団
地
、
W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
合
計

2,
1
9
8
ラ
イ
（
8
6
9
エ
ー
カ
ー
、

3
5
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
工
業
用
地
か

ら
成
り
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
ノ
ン
・
ヤ

イ
区
と
い
う
戦
略
的
な
立
地
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
1
3
8
㎞
、

ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
か
ら
1
1
1
㎞

の
距
離
に
あ
り
、
主
要
幹
線
道
路
の
国

道
3
3
4
号
線
と
3
2
4
5
号
線
経
由

で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ま
た
、
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
深
海
港
に
も
近
く
、
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
他
の
2
つ
の
工
業
団
地
、

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

（
ラ
ヨ
ー
ン
）
と
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・

シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
1
（
W
H
A 

E
S
I
E 

1
）
も
近
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
水
準
が
高
い
こ
と
で

も
秀
で
て
い
ま
す
。
幅
30
〜
35
メ
ー
ト

ル
の
広
い
道
路
を
完
備
し
、
地
耐
力

20
〜
40
ト
ン
/
㎡
、
海
抜
+
80

/
+
1
1
0
メ
ー
ト
ル
の
堅
固
な
地
盤
が

特
長
で
す
。
電
力
は
地
方
電
力
公
社

（
P
E
A
）
が
22 

k
V
と
1
1
5 

k
V

で
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、
W
H
A
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

社
（
W
H
A 

U
P
）
が
屋
上
ソ
ー
ラ
ー

発
電
な
ど
の
代
替
電
源
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
他
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
は
、
工
業
用
水
、
廃
水
処
理
サ
ー

ビ
ス
、
廃
棄
物
の
処
理
・
埋
め
立
て
、

お
よ
び
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
N
G
D
3
に
よ
る
天
然
ガ
ス
供
給
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
8
か
所
の
W
H
A
工
業
団
地
と

同
様
に
、
W
H
A  

E
S
I
E 

3
も
東

部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
管
理
委
員
会

に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
た
工
業
奨
励

ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
次
世
代
自
動

車
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
、
航
空
、
お
よ
び
物
流
な
ど
の
次
世

代
産
業
の
投
資
家
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

た
今
、
当
グ
ル
ー
プ
は
1
年
間
に
わ
た
り
シ
ス
テ
ム
の

運
営
費
用
を
負
担
し
、
弊
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

チ
ー
ム
が
設
備
の
運
用
を
行
い
ま
す
。
同
チ
ー
ム
は
他

の
自
治
体
も
追
随
す
る
よ
う
動
機
付
け
る
た
め
に
、
シ

ス
テ
ム
運
営
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
し
、
蓄
積
さ
れ
た

知
識
と
経
験
を
共
有
し
て
、
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地

区
自
治
体
の
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
を
支
援
し
ま
す
。

　

ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
自
治
体
の

サ
コ
ー
ン
・
ア
ー
ト
ラ
ク
サ
区
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
助
力
と
支
援
に
よ

り
、
地
区
の
環
境
改
善
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
効
果
的
な
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
技
術
や
手
法
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
努
力
を
続
け
る

と
共
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
運
営
が
容
易
で
信

頼
性
が
高
く
、
費
用
も
格
安
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
さ
ら

に
生
ま
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
地
域
社
会
が
向
上
し
、
前
向
き
で
持
続
可
能
な

好
ま
し
い
影
響
が
広
が
り
ま
す
。」

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
と
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
自

治
体
は
地
域
住
民
の
環
境
保
護
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
教
育
の
価
値
を
付
加
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク 

ー
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
W
H
A
U
P
）
は
C
L
M
V
諸
国
に
お
け
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡

張
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
子
会
社
の
「
W
H
A
U
P
ゲ
ア
ン
株
式
会
社
」
が

ベ
ト
ナ
ム
、
ゲ
ア
ン
省
の
水
道
生
産
・
供
給
会
社
、
C
u
a 

L
o
社
の
株
式
47
・

31
％
を
取
得
し
ま
し
た
。
投
資
額
は
3,
1
9
0
万
バ
ー
ツ
に
及
び
ま
す
。 

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）

の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
C
E
O
は
、
同
社
の
子
会
社
で
あ
る

「
W
H
A
U
P
ゲ
ア
ン
株
式
会
社
」
が
ベ
ト
ナ
ム
、
ゲ
ア
ン
省
の
水
道
供
給
会
社
、

「
C
u
a 

L
o 

W
a
t
e
r 

S
u
p
p
l
y
株
式
会
社
」（
以
下
「
C
u
a 

L
o

社
」）
の
株
式
47
・
31
％
を
2
3
4
億
5,
5
5
2
万
ベ
ト
ナ
ム
ド
ン
（
3,
1
9
0

万
バ
ー
ツ
）
で
取
得
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

　

C
u
a 

L
o
社
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
で
水
道
水
の
生
産
・
供
給
を
行
う
た

め
に
1
9
9
8
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
現
在
1
日
当
た
り
3
,
0
0
0
㎥
の

水
道
水
生
産
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
生
産
能
力
の
拡
大
を
進
め
て
お
り
、

2
0
1
9
年
第
2
四
半
期
ま
で
に
1
万
3,
0
0
0
㎥
と
な
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
３
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

W
H
A
U
P
が
C
L
M
V
諸
国
で
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大 

　
　 

ベ
ト
ナ
ム
の
水
道
供
給
会
社
「Cua Lo

」
の
株
式
47
・
31
％
を
取
得 

W
H
A
U
P
が
C
L
M
V
諸
国
で
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大 

　
　 

ベ
ト
ナ
ム
の
水
道
供
給
会
社
「Cua Lo

」
の
株
式
47
・
31
％
を
取
得 
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マ
ツ
イ
・
イ
ー
ス
タ
ン
（
タ
イ
）
は
、
愛
知
県
豊

橋
市
に
本
社
を
置
く
キ
ー
ロ
ッ
ク
や
ス
イ
ッ
チ
な
ど

自
動
車
部
品
量
産
請
負
製
造
業
「
マ
ツ
イ
株
式
会

社
」
の
タ
イ
法
人
。
２
０
０
３
年
に
設
立
。
７
・
４

ラ
イ
（
１
ラ
イ
＝
１
６
０
０
㎡
）
の
土
地
に
建
つ
、

延
床
面
積
約
１
０
０
０
万
㎡
の
工
場
で
操
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
手
掛
け
る
の
は
、
主
に
自
動
車
の
運
転

席
回
り
に
あ
る
各
種
ス
イ
ッ
チ
類
や
ミ
ラ
ー
、
パ
ワ

ー
ウ
イ
ン
ド
ー
な
ど
の
量
産
部
品
。
必
要
な
部
品
・

部
材
を
主
に
タ
イ
国
内
で
調
達
し
、
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ

し
た
上
で
部
品
メ
ー
カ
ー
に
納
入
し
て
い
ま
す
。

　

請
負
量
産
を
得
意
と
は
し
て
い
ま
す
が
、
大
ロ
ッ

ト
か
ら
少
量
ま
で
顧
客
ニ
ー
ズ
に
は
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
扱
品
目
も
樹
脂
や
基
板
な

ど
多
種
多
彩
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
当
社
の
技
術

が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
動
指
針
は
「
す
ぐ
や

る
・
か
な
ら
ず
や
る
・
で
き
る
ま
で
や
る
」
。
高
い

技
術
力
を
背
景
と
し
た
、
提
案
型
の
積
極
的
な
営
業

が
取
引
先
企
業
と
の
信
頼
の
礎
で
す
。
開
発
す
る
技

術
、
製
品
化
す
る
技
術
、
量
産
す
る
技
術
の
３
つ
を

「
マ
ツ
イ
魂
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

製
造
業
の
集
積
す
る
タ
イ
で
、
部
品
部
材
の
現
地

調
達
は
ほ
ぼ
問
題
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
玉
石
混
合
、
数
多
あ
る
部
品
部
材
点

数
の
中
か
ら
最
適
な
も
の
、
価
値
の
向
上
に
欠
か
せ

な
い
も
の
を
見
つ
け
出
し
、
組
み
立
て
る
確
か
な
眼

と
技
術
。
日
本
で
半
世
紀
を
超
え
る
当
社
の
蓄
積
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
伝
統
が
、
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
ま

す
。
顧
客
の
期
待
を
上
回
る
高
品
質
、
高
水
準
、
短

納
期
。
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
進
出
し
、
労
働
者
の
賃
金
が

上
昇
し
た
結
果
、
タ
イ
の
モ
ノ
づ
く
り
は
大
き
な
変

革
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
う
ね

り
に
も
当
社
は
果
敢
に
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
部
品

の
内
製
化
。
８
年
前
の
大
洪
水
を
き
っ
か
け
に
導
入

を
し
た
3
台
の
成
形
機
は
そ
の
一
例
で

す
。
内
製
化
の
推
進
は
生
産
リ
ス
ク
の
分

散
に
も
貢
献
し
ま
す
。
取
引
先
へ
の
納
品

を
止
め
な
い
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　

松
井
宏
益
会
長
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ

オ
ス
な
ど
周
辺
国
を
合
わ
せ
た
「
タ
イ
・

プ
ラ
ス
ワ
ン
」
の
必
要
性
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
賃
金
が
上
昇
し
た
結
果
起
こ
る
コ

ス
ト
競
争
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
製
品
へ
の

安
易
な
転
嫁
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
安
か
ろ

う
、
悪
か
ろ
う
」
に
も
絶
対
に
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
市
場
が
成
熟
し

つ
つ
あ
る
タ
イ
で
は
、
新
た
な
市
場
や
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
も
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
周

辺
国
と
の
棲
み
分
け
を
模
索
す
る
な
ど
し

て
、
解
決
策
の
構
築
を
進
め
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

５
年
前
か
ら
は
、
地
域
貢
献
を
目
的
と

し
た
職
業
訓
練
制
度
も
導
入
を
始
め
ま
し

た
。
今
な
お
所
得
格
差
の
残
る
東
北
部
イ

サ
ー
ン
地
方
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
進
学
を
断
念
し
た
高
校
卒
業
者
（
満
18

歳
）
を
訓
練
生
と
し
て
採
用
。
２
年
間
の

時
限
付
き
で
雇
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ

の
間
の
賃
金
の
支
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
住
み
込
み
の
た
め
の
寄
宿
舎
も
提
供

し
ま
す
。

　

職
場
で
は
一
般
の
ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に
働
き
、
製

造
業
の
基
礎
と
社
会
人
と
し
て
の
素
養
を
積
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
同
時
に
、
日
系
企
業
な
ら
で
は
の
カ
イ

ゼ
ン
（
改
善
）
や
整
理
整
頓
な
ど
の
５
Ｓ
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め
ま
す
。
こ
う
し
て
日
本
と
同
じ
製
造

ラ
イ
ン
で
２
年
間
働
き
、
ス
キ
ル
を
磨
い
た
後
は
、

各
自
が
希
望
す
る
新
し
い
職
場
へ
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
約
40
人
の
若
者
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

当
社
工
場
が
入
居
す
る
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド

工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）
は
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
と
の

県
境
に
近
い
内
陸
部
に
あ
り
ま
す
。
洪
水
の
心
配
と

は
無
縁
で
、
供
給
上
水
道
や
電
力
に
も
何
ら
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
規
格
道
路
な
ど
の
交
通
網
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
が
多
く
居
住
す
る
シ
ラ
チ
ャ

ー
へ
も
車
で
40
〜
50
分
と
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
抜

群
で
す
。
近
隣
に
は
ワ
ー
カ
ー
も
多
く
居
住
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
採
用
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
系
な
ど
の
取
引
先
も
周
辺
に
集
積
し
て
お

り
、
こ
の
上
な
い
好
立
地
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

工
業
団
地
を
管
理
す
る
Ｗ
Ｈ
Ａ
社
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
い
つ
も
明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
「
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
定
期
的
な
巡
回
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
社
を
は
じ
め
入
居
企
業
か
ら

の
連
絡
や
問
い
合
わ
せ
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
早
く
、

困
っ
た
時
に
頼
る
こ
と
の
で
き
る
力
強
い
味
方
で

す
。
松
井
会
長
も
「
良
い
ご
縁
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
マ
ツ
イ
・
イ
ー

ス
タ
ン
（
タ
イ
）
の
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
が
楽
し
み
で

す
。

　

初
期
の
開
発
エ
リ
ア
1
4
5
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
現
在
、
投
資
家
に
提
供
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
家
は
経
済
区

の
特
別
な
投
資
奨
励
策
と
投
資
家
向
け

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
で
き
ま
す
。
こ
の

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
完
成
す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
中
央

北
部
で
最
大
規
模
か
つ
世
界
水
準
の
工

業
区
に
な
り
ま
す
。 

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1 

ー 

ゲ
ア
ン
は
タ
イ
に
本
拠
を
置
く

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム

で
初
め
て
の
工
業
区
投
資
で
あ
り
、
ベ

ト
ナ
ム
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
明
確
に
示
す
も
の
で
す
。 

   

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
の
ジ
ャ
リ
ー

ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。「
ベ
ト
ナ
ム
は
こ
の
地

域
に
お
い
て
好
適
な
投
資
先
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
急
速
な
経
済
成
長
、
中

国
や
日
本
、
韓
国
な
ど
の
大
規
模
市
場

に
近
い
地
理
的
条
件
、
大
規
模
で
教
育

水
準
の
高
い
労
働
力
、
締
結
済
み
お
よ

び
交
渉
中
の
多
数
の
自
由
貿
易
協
定

（
F
T
A
）
が
奏
功
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は

東
南
ア
ジ
ア
の
新
た
な
明
星
と
み
な
さ

れ
て
い
ま
す
。」 

繁
栄
す
る
ゲ
ア
ン
省
の
一
等
地

　

高
速
道
路
1
A
に
隣
接
す
る
ド
ン
・

ナ
ム
経
済
区
内
と
い
う
戦
略
的
立
地
条

件
を
備
え
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
ー 

ゲ
ア
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
中

央
北
部
で
最
大
規
模
の
工
業
区
に
な

り
、
新
た
な
世
界
水
準
の
製
造
・
配
送

拠
点
と
し
て
国
内
市
場
と
海
外
市
場
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。 

　

人
口
3
2
0
万
人
の
ゲ
ア
ン
省
は
ベ

ト
ナ
ム
で
4
番
目
に
人
口
の
多
い
省
で

す
。
大
学
7
校
、
単
科
大
学
6
校
、
専

門
学
校
4
校
、
職
業
訓
練
校
61
校
と
多

数
の
教
育
機
関
が
あ
り
、
毎
年
2
万

4,
0
0
0
人
の
卒
業
生
を
新
た
に
輩

出
し
て
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
ゲ
ア
ン
省
は
ビ
ン
市
周
辺

に
ビ
ン
国
際
空
港
、
3
つ
の
海
港
、
南

部
と
北
部
を
結
ぶ
鉄
道
網
が
あ
り
、
8

本
の
国
道
や
高
速
道
路
が
省
内
を
走
っ

て
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
2
0
2
1
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
ハ
ノ
イ
と
ビ
ン
市
を
結
ぶ
自

動
車
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
同
省
の
接

続
性
は
一
層
高
ま
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

政
府
と
省
政
府
当
局
の
献
身
的
な
支
援

に
よ
り
、
ゲ
ア
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、

製
造
、
輸
送
お
よ
び
物
流
の
総
合
的
な

ハ
ブ
と
な
り
、
大
手
製
造
企
業
と
投
資

家
が
国
の
発
展
に
一
層
貢
献
す
る
た
め

の
一
等
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が

ゲ
ア
ン
に
投
資
し
、
工
業
区
を
建
設
す

る
こ
と
を
決
め
た
理
由
で
す
。
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ

ア
ン
は
優
れ
た
設
計
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
と
水
道
な
ど
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
工
業
用
水
、
廃
水
処
理
、
電
力

供
給
、最
新
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、

雨
水
排
水
と
洪
水
防
止
が
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
の
専
門
的
な
運
営
・
管
理

チ
ー
ム
に
よ
る
環
境
監
視
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
さ
れ
ま
す
。 

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー  

ゲ
ア
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
に

は
以
下
が
含
ま
れ
ま
す
。

•
工
業
：
自
動
車
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
、
軽
金
属
、
繊
維
/
衣
料
品
、
建
築

資
材

•
消
費
者
：
食
品
加
工
、
飲
料
、
付
加

価
値
農
業
、日
用
消
費
財（
F
M
C
G
）、

電
化
製
品

•
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、医
療
用
ア
セ
ン
ブ
リ
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
通
信

•
物
流
：
低
温
貯
蔵
、
内
陸
コ
ン
テ

ナ
ー
・
デ
ポ
、
近
代
的
な
倉
庫
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
、
運
輸

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ズ
1

の
後
、
さ
ら
に
2
0
2
0
〜
2
0
3
8

年
に
か
け
て
6
つ
の
開
発
フ
ェ
ー
ズ
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
完
成
時
に
は
総
面

積
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
予

定
で
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
投
資
家
向

け
特
別
奨
励
策

　

フ
ェ
ー
ズ
1
の
開
発
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
初
期
開
発
エ
リ
ア
1
4
5
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
現
在
、
投
資
家
に
提
供
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。投
資
家
は
ド
ン
・

ナ
ム
経
済
区
管
理
委
員
会

（
D
N
E
A
）
が
提
供
す
る
実
用
的
な

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
輸
入
税
と
法
人
税
に
関

す
る
特
別
な
投
資
恩
典
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

タ
イ
に
お
け
る
W
H
A
の
30
年
間
の
経

験
を
活
用

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー  

ゲ
ア
ン
の
戦
略
的
立
地
条
件
と

D
N
E
A
の
投
資
奨
励
策
に
加
え
て
、

投
資
家
は
タ
イ
で
世
界
水
準
の
工
業
団

地
を
開
発
し
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
と
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
国
際
的
な
水
準
を
実
現
し
て
き
た

　

ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
到
来

に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
大
波
が
押

し
寄
せ
、
産
業
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
産
業
が
相
互

に
接
続
さ
れ
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と

情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ

て
い
る
た
め
、
タ
イ
の
W
H
A
は
こ
れ

ら
の
ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
デ
ジ
タ

ル
変
革
を
開
始
し
て
、
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
の
顧
客
企

業
に
一
段
と
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
確
実

に
提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
促
進
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

　

タ
イ
に
お
け
る
物
流
、
工
業
団
地
、

工
業
用
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
、

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
開
発
を
専
門
と
す
る
ト
ッ
プ
企
業

で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
マ
ー

ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
倉
庫
と
建
物
、

倉
庫
管
理
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ト
レ
ー
ジ
、モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

お
よ
び
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
自
動
化
に
適

合
さ
せ
る
た
め
に
、
物
流
事
業
の
設
計

と
準
備
を
す
で
に
進
め
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団
地

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
現
在
、
W
H
A

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団
地
内
に
お
け

る
工
場
の
円
滑
な
製
造
業
務
、
物
流
お

よ
び
そ
の
他
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ス
マ
ー

ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
て
い
ま

す
。 

　

工
業
団
地
の
維
持
管
理
に
関
し
て

は
、
効
率
、
信
頼
性
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
よ
び
安
全
性
を
常
に
確
保
す
る
た
め

に
様
々
な
ス
マ
ー
ト
機
能
が
採
用
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
あ

ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
要
件
で

あ
る
た
め
、
W
H
A
で
は
年
中
無
休
で

監
視
を
行
う
集
中
監
視
・
制
御
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
多
額
の

投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
照

明
と
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え

て
、 

車
両
と
訪
問
者
の
常
時
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
、
交
通
管
理
、
お
よ
び
土
地
調
査

の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
利
用
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団

次
世
代
自
動
車

次
世
代
自
動
車

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

- 

ゲ
ア
ン

ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
高
み
へ
と
発
展

ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
高
み
へ
と
発
展

　

自
動
車
産
業
は
過
去
40
年
間
に
わ
た
っ
て
タ

イ
の
経
済
発
展
の
主
な
推
進
力
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
、
自
動
車
輸
出
は
タ
イ
の
G
D
P

の
6
・
5
％
に
相
当
す
る
1
兆
バ
ー
ツ
以
上
の

収
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の

自
動
車
産
業
は
先
進
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
の
開
発
と
消
費
者
か
ら
の
要
求
に
よ

り
、
重
大
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
政
策
に
よ
っ
て
生
産

性
の
向
上
、
デ
ザ
イ
ン
と
創
造
の
促
進
、
新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
た
め
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
採
用
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
業
界
内
の
既
存

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
に
お
け
る
無
制
限
の
競
争
を
可
能
に
す
る

デ
ィ
ス
ラ
プ
テ
ィ
ブ
技
術
の
利
用
に
熱
心
な
、

他
の
業
界
か
ら
の
新
規
参
入
企
業
を
支
援
し
て

タ
イ
の
競
争
力
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
す
。

　

世
界
的
な
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ダ

イ
ム
ラ
ー
社
は
新
世
代
の
自
動
車
を
次
の
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
ま
す
：
1
. 

電
気
自
動
車 

2
. 

自
動
運
転
車 

3
. 

コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
カ
ー
（
I
o
T
を
使
用
） 

4
. 

シ
ェ

ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
は
先
進
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

探
し
求
め
る
、
自
動
車
産
業
に
お
け
る
世
界
的

な
ト
レ
ン
ド
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
は
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電
気
部
品
、
通
信
・
制
御
用
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
ほ
か
、
A
I
と
高
度
な
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
利
用
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
の
開
発
に

即
し
て
、
タ
イ
政
府
は
投
資
奨
励
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
産
業
に
次
世
代
自
動
車
産
業
を
含

め
ま
し
た
。
E
E
C
は
現
在
、
タ
イ
と
東

南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
主
要
な
生
産
ハ

ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
決
定
が
行
わ

れ
た
目
的
は
、
自
動
車
利
用
の
世
界
的
な

ト
レ
ン
ド
に
即
し
て
、
タ
イ
で
現
在
も
生

産
さ
れ
て
い
る
内
燃
エ
ン
ジ
ン
の
使
用
を

減
ら
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
り
ア
セ
ン
ブ
リ
と
製
造
ラ
イ
ン
の
効

率
向
上
に
役
立
つ
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

他
の
自
動
車
関
連
産
業
や
自
動
車
に
利
用

さ
れ
る
電
子
シ
ス
テ
ム
に
焦
点
を
当
て
た

ス
マ
ー
ト
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
、

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
拡
大
し

て
付
加
価
値
の
高
い
新
世
代
の
自
動
車
を

生
産
す
る
デ
ジ
タ
ル
産
業
の
発
展
も
促
進

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
粉
塵
問
題
の
た
め
、
政
府
は
電

気
自
動
車
（
E
V
）
の
利
用
を
推
進
す
る

方
向
に
進
み
ま
す
。
従
っ
て
、
E
V
を
推

進
す
る
計
画
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
と
自

動
運
転
車
の
開
発
を
進
め
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
車
内
ア

プ
リ
開
発
会
社
な
ど
の
タ
イ
の
新
興
企
業

が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
運
転
中
の

快
適
さ
を
高
め
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
た
り
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
デ
バ
イ
ス
の

メ
ー
カ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
新
世
代
の
自
動

車
産
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
参
加
し
た
り

す
る
機
会
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。 

　

自
動
車
産
業
は
重
大
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
迎
え
て
い
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
最

大
の
生
産
ハ
ブ
で
あ
る
タ
イ
は
、
特
に
デ
ジ
タ

ル
時
代
に
お
け
る
自
動
車
生
産
で
生
ま
れ
る
無

数
の
機
会
に
適
合
し
、
後
れ
を
取
ら
ず
に
進
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
規
模
の
企
業
を
営

む
企
業
家
た
ち
は
、
こ
の
変
化
か
ら
直
接
的
な

影
響
を
受
け
る
た
め
、
主
な
支
援
者
で
あ
る
政

府
当
局
と
の
協
力
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
協
力
の
成
否
に
よ
り
、
タ
イ
の
自
動

車
産
業
が
明
る
い
将
来
を
迎
え
て
、タ
イ
が
「
中

所
得
国
の
罠
」
を
回
避
す
る
た
め
の
力
と
な
る

か
、
あ
る
い
は
過
去
の
事
例
で
見
ら
れ
た
よ
う

に
後
塵
を
拝
し
て
新
興
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
る
か
が
決
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。             

（
2
0
1
9
年
2
月
9
日
）

地
は
重
要
な
リ
ス
ク
分
野
で
も
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
部

の
工
業
団
地
で
は
水
位
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
警
告
を
行
う
た
め
に
洪
水
監
視

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

弊
社
で
は
接
続
性
と
運
営
の
安
定
性
を

高
め
る
た
め
に
主
要
な
装
置
・
機
械
に

ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス 

　
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
I
o
T
）

と
自
動
化
さ
れ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
工
業
用
地
の
利
用
、
工
業
用
水

の
生
産
プ
ロ
セ
ス
、
屋
上
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
監
視
・
管
理
シ
ス

テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
送
電
網
、
廃
水
処
理

顧客の期待上回る高品質・高水準品を提供
職業訓練制度で高卒者を採用。地域貢献も

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

　
　
　
　

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

　
　
　
　
　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

お
よ
び
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
管

理
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
E
M
C
2
な
ど

の
工
業
団
地
監
視
セ
ン
タ
ー
で
は
大
気

環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
リ
サ
イ
ク
ル

と
再
利
用
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
廃
水

処
理
・
管
理
、
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
水

処
理
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
多
数
の
ス

マ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
環
境
保

護
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

F
T
T
x
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
・
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
最
優

先
事
項
は
お
客
さ
ま
で
す
。
W
H
A
は

よ
り
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

長
と
成
功
へ
の
道
を
お
客
様
と
共
に
歩

み
、
タ
イ
と
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展

に
貢
献
す
べ
く
尽
力
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
30
年
に
わ
た
る
経

験
か
ら
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ

イ
で
11
か
所
の
工
業
団
地
を
運
営
し
て

お
り
、
総
敷
地
面
積
は
7,
8
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
世
界
中
の
企
業

7
5
0
社
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
総
投

資
額
は
3
2
0
億
米
ド
ル
と
見
積
も
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
1
9
8
8
年
の

設
立
以
来
、
自
動
車
、
石
油
化
学
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
消
費
者
製
品
お
よ

び
そ
の
他
の
輸
出
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー

を
形
成
し
、
発
展
さ
せ
る
上
で
有
益
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー

ド
、
G
M
、
い
す
ゞ
、
マ
ツ
ダ
、
M
G 

b
y 

S
A
I
C
、
ス
ズ
キ
な
ど
の
国

際
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
世
界
の

ト
ッ
プ
O
E
M
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

3
2
社
を
含
む
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

と
共
に
、
タ
イ
の
製
造
拠
点
と
し
て

W
H
A
工
業
団
地
を
選
択
し
て
い
ま

す
。

優
れ
た
環
境
管
理
手
法

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
評
判
の
も
う
1

つ
の
強
力
な
要
素
は
、
環
境
の
保
護
・

保
全
努
力
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は

タ
イ
に
お
け
る
会
社
設
立
当
初
か
ら
、

自
社
の
工
業
団
地
が
持
続
可
能
な
形
で

環
境
と
調
和
し
て
共
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
弊
社
は
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
設
計
に
注
意
を
払

い
、
自
社
が
運
営
す
る
す
べ
て
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
自
社
の
幅
広
い

経
験
を
生
か
し
、
タ
イ
の
1
1
カ
所
の

工
業
団
地
と
同
じ
モ
デ
ル
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー  

ゲ
ア
ン
に
採
用
し
、
同
じ
環
境

基
準
を
適
用
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま

す
。  

弊
社
は
、
環
境
を
守
る
た
め
に

は
、
特
に
開
発
の
最
も
初
期
の
段
階
に

お
い
て
環
境
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
。 

　

例
え
ば
、
開
発
地
総
面
積
の
約
14
％

は
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

緑
地
の
確
保
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。  

水
道
シ
ス
テ
ム
は
安
全
で
コ
ス
ト
効
率

と
信
頼
性
が
高
く
、
水
路
網
は
洪
水
の

リ
ス
ク
を
な
く
す
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
廃
水
は
ま
ず
溜
池
に
置
か
れ
、

そ
の
後
処
理
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
の
い
く

つ
か
の
工
業
団
地
と
同
様
に
、
W
H
A

は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1 

ー  

ゲ
ア
ン
に
人
工
湿
地
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
化
学
物
質
を
ま
っ
た
く
使
用
せ
ず
、

環
境
に
優
し
い
廃
水
処
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。

　

道
路
と
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
効
率
を
最

大
化
す
る
た
め
に
系
統
的
に
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。  

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
抑
え
る
た
め
に
す
べ
て
の
街
路

灯
に
L
E
D
電
球
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。  

導
入
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
重
要

な
機
能
は
製
造
エ
リ
ア
内
の
環
境
デ
ー

タ
を
追
跡
・
記
録
す
る
環
境
監
視
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
W
H
A
グ

ル
ー
プ
取
締
役
会
副
会
長
兼
工
業
・
国

際
担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
環
境
を
考
慮

し
た
取
り
組
み
に
対
す
る
弊
社
の
確
固

と
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
支
持
し
て

い
ま
す
。「
植
樹
活
動
な
ど
の
シ
ン
プ

ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
人
工
湿
地

や
発
電
な
ど
の
高
度
な
も
の
ま
で
、
私

た
ち
は
す
べ
て
の
関
係
者
や
政
府
機
関

と
協
力
し
て
環
境
の
持
続
可
能
性
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
ま

す
。」

成
長
の
維
持

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
工
業
団
地
開
発

に
お
け
る
確
か
な
経
験
を
生
か
し
、
タ

イ
と
同
様
に
ゲ
ア
ン
で
世
界
水
準
の
工

業
区
開
発
を
成
功
さ
せ
ま
す
。
弊
社
は

す
べ
て
の
入
居
企
業
の
要
件
に
対
応

し
、
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
地

域
の
経
済
成
長
に
貢
献
し
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー 

ゲ
ア
ン
の
魅
力
と
競
争
力
を
一

段
と
高
め
る
に
は
、
ゲ
ア
ン
省
と
ベ
ト

ナ
ム
政
府
当
局
が
道
路
、
海
港
お
よ
び

空
港
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
と
接
続
性
の
改
善
に
引
き
続
き

注
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ハ

ノ
イ
と
ビ
ン
市
を
結
ぶ
自
動
車
道
路
の

完
成
と
、
3
カ
所
の
海
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
重
要
で
す
。 

　

同
時
に
、
免
許
の
承
認
や
投
資
家
の

た
め
の
許
可
や
証
明
書
の
発
行
を
迅
速

化
し
、予
測
可
能
な
も
の
に
す
る
に
は
、

関
係
す
る
す
べ
て
の
機
関
の
適
切
な
連

携
が
役
立
ち
ま
す
。   

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1  

ー  

ゲ
ア
ン
は
現
在
、
日
本
と
タ

イ
か
ら
の
最
初
の
投
資
家
を
迎
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
投
資
家
は

D
N
E
A
の
特
別
な
投
資
奨
励
策
と

W
H
A
の
投
資
家
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
で

き
ま
す
。  

環
境
関
連
の
承
認
に
関
す

る
事
前
作
業
は
す
で
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
関
連
会
社
で

あ
る
W
H
A
U
P
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

ズ 

ア
ン
ド
パ
ワ
ー
社
（
W
H
A
U
P
）

が
水
道
と
廃
水
関
連
の
公
共
イ
ン
フ
ラ

を
開
発
中
で
、
作
業
は
予
定
通
り
進
ん

で
い
ま
す
。
多
数
の
見
込
み
顧
客
も
現

れ
て
い
る
た
め
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ
ア
ン
は
有
望
な

将
来
に
向
か
っ
て
順
調
に
進
み
つ
つ
あ

る
と
い
え
ま
す
。

特別経済区投資恩典
法人税（CIT）
・特別税率：10％、　
　15 年間
 -  C I T 免税、当初の4 
　年間
 - その後、9年間　
　50％減税

輸入税
・固定資産を形成する機
械・装置は免税
・国内で生産できない材
料と部品は 5年間免税       

投資家への支援
・ドン・ナム経済区
委員会によるワンス
トップサービス

WHA コーポレーション株式会社の
ジャリーポーン・ジャルコーンサク
ン会長兼グループCEO

　デビッド・ナードン WHA グ
ループ取締役会副会長兼工業・国
際担当グループ・エグゼクティブ

詳細についてのお問い合わせ先

ゲアンのWHA マネジメント サービシズベトナ
ム株式会社の支社
所 在 地：32nd Floor, Muong Thanh Song 
Lam Hotel, 13 Quang Trung Street, Vinh 
City,Nghe An Province, Vietnam
ビン事務所     TEL：(+84) 238 222 9999
                   FAX：(+84) 238 222 9998
ハノイ事務所  TEL：(+84) 243 574 6999

電子メール：invest@whavietnam.com
ホームページ：www.whavietnam.com

（
1
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

W
H
A
U
P
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
C
E
O
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
人
気
の
高
い
投
資
先
の

中
で
、
ゲ
ア
ン
は
交
通
網
と
の
接
続
が
容
易
な
た
め
、
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
次
い
で
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。ゲ
ア
ン
は
ハ
イ
ウ
ェ

イ
1
A
、
お
よ
び
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
結
ぶ
鉄
道
に
隣
接
し
て
お
り
、ヴ
ィ
ン

国
際
空
港
か
ら
わ
ず
か
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
C
u
o 

L
o
深
海
港
と
現
在
建
設
中
の
3
つ
の
港
も
近
距
離
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ゲ

ア
ン
に
は
特
別
経
済
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
繊
維
、
食
品
、
物
流
、

F
M
C
G
、
自
動
車
部
品
な
ど
の
分
野
へ
の
投
資
で
は
政
府
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
で
は
こ
れ
ら
の
前
向
き
な
見
通
し
に
基
づ
い
て
家
庭
用
と
産
業
用
の

両
方
の
水
道
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
需
要
拡
大
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
奨

励
策
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
成
長
に
即
し
た
も
の
で
す
。
従
っ

て
、
C
u
a 

L
o
社
へ
の
投
資
は
W
H
A
U
P
に
と
っ
て
海
外
に
お
け
る
公
共
イ

ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
か
ら
の
利
益
と
い
う
形
で
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ウ
ィ
サ
ー
ト
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
こ
の
投
資
は

W
H
A
U
P
が
長
期
的
な
投
資
目
標
の
一
部
と
し
て
C
L
M
V
諸
国
、
特
に
ベ
ト

ナ
ム
に
お
い
て
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大
す
る
上
で
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
工
業
団
地
の
外
部
に
公
共
イ
ン
フ

ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
広
げ
る
と
い
う
弊
社
の
計
画
に
も
合
致
し
て
い
ま
す
。

追
加
情
報

　

現
在
、
W
H
A
U
P
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
公
共
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
社
は
す
で
に
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1
ー 

ゲ
ア
ン
で
水
道
供
給
事
業
を
運
営
す
る
権
利
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
同
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
現
在
、
建
設
作
業
が
進
行
中
で
、
2
0
1
9
年
の
第
3

四
半
期
に
完
成
し
て
本
格
開
業
す
る
予
定
で
す
。
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Matsui Eastern (Thailand) Co.,Ltd.
自動車等キーロック及びスイッチの請負組立

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

マ
ツ
イ
・
イ
ー
ス
タ
ン
（
タ
イ
）
は
、
愛
知
県
豊

橋
市
に
本
社
を
置
く
キ
ー
ロ
ッ
ク
や
ス
イ
ッ
チ
な
ど

自
動
車
部
品
量
産
請
負
製
造
業
「
マ
ツ
イ
株
式
会

社
」
の
タ
イ
法
人
。
２
０
０
３
年
に
設
立
。
７
・
４

ラ
イ
（
１
ラ
イ
＝
１
６
０
０
㎡
）
の
土
地
に
建
つ
、

延
床
面
積
約
１
０
０
０
万
㎡
の
工
場
で
操
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
手
掛
け
る
の
は
、
主
に
自
動
車
の
運
転

席
回
り
に
あ
る
各
種
ス
イ
ッ
チ
類
や
ミ
ラ
ー
、
パ
ワ

ー
ウ
イ
ン
ド
ー
な
ど
の
量
産
部
品
。
必
要
な
部
品
・

部
材
を
主
に
タ
イ
国
内
で
調
達
し
、
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ

し
た
上
で
部
品
メ
ー
カ
ー
に
納
入
し
て
い
ま
す
。

　

請
負
量
産
を
得
意
と
は
し
て
い
ま
す
が
、
大
ロ
ッ

ト
か
ら
少
量
ま
で
顧
客
ニ
ー
ズ
に
は
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
扱
品
目
も
樹
脂
や
基
板
な

ど
多
種
多
彩
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
当
社
の
技
術

が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
動
指
針
は
「
す
ぐ
や

る
・
か
な
ら
ず
や
る
・
で
き
る
ま
で
や
る
」
。
高
い

技
術
力
を
背
景
と
し
た
、
提
案
型
の
積
極
的
な
営
業

が
取
引
先
企
業
と
の
信
頼
の
礎
で
す
。
開
発
す
る
技

術
、
製
品
化
す
る
技
術
、
量
産
す
る
技
術
の
３
つ
を

「
マ
ツ
イ
魂
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

製
造
業
の
集
積
す
る
タ
イ
で
、
部
品
部
材
の
現
地

調
達
は
ほ
ぼ
問
題
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
玉
石
混
合
、
数
多
あ
る
部
品
部
材
点

数
の
中
か
ら
最
適
な
も
の
、
価
値
の
向
上
に
欠
か
せ

な
い
も
の
を
見
つ
け
出
し
、
組
み
立
て
る
確
か
な
眼

と
技
術
。
日
本
で
半
世
紀
を
超
え
る
当
社
の
蓄
積
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
伝
統
が
、
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
ま

す
。
顧
客
の
期
待
を
上
回
る
高
品
質
、
高
水
準
、
短

納
期
。
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
進
出
し
、
労
働
者
の
賃
金
が

上
昇
し
た
結
果
、
タ
イ
の
モ
ノ
づ
く
り
は
大
き
な
変

革
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
う
ね

り
に
も
当
社
は
果
敢
に
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
部
品

の
内
製
化
。
８
年
前
の
大
洪
水
を
き
っ
か
け
に
導
入

を
し
た
3
台
の
成
形
機
は
そ
の
一
例
で

す
。
内
製
化
の
推
進
は
生
産
リ
ス
ク
の
分

散
に
も
貢
献
し
ま
す
。
取
引
先
へ
の
納
品

を
止
め
な
い
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　

松
井
宏
益
会
長
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ

オ
ス
な
ど
周
辺
国
を
合
わ
せ
た
「
タ
イ
・

プ
ラ
ス
ワ
ン
」
の
必
要
性
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
賃
金
が
上
昇
し
た
結
果
起
こ
る
コ

ス
ト
競
争
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
製
品
へ
の

安
易
な
転
嫁
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
安
か
ろ

う
、
悪
か
ろ
う
」
に
も
絶
対
に
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
市
場
が
成
熟
し

つ
つ
あ
る
タ
イ
で
は
、
新
た
な
市
場
や
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
も
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
周

辺
国
と
の
棲
み
分
け
を
模
索
す
る
な
ど
し

て
、
解
決
策
の
構
築
を
進
め
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

５
年
前
か
ら
は
、
地
域
貢
献
を
目
的
と

し
た
職
業
訓
練
制
度
も
導
入
を
始
め
ま
し

た
。
今
な
お
所
得
格
差
の
残
る
東
北
部
イ

サ
ー
ン
地
方
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
進
学
を
断
念
し
た
高
校
卒
業
者
（
満
18

歳
）
を
訓
練
生
と
し
て
採
用
。
２
年
間
の

時
限
付
き
で
雇
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ

の
間
の
賃
金
の
支
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
住
み
込
み
の
た
め
の
寄
宿
舎
も
提
供

し
ま
す
。

　

職
場
で
は
一
般
の
ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に
働
き
、
製

造
業
の
基
礎
と
社
会
人
と
し
て
の
素
養
を
積
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
同
時
に
、
日
系
企
業
な
ら
で
は
の
カ
イ

ゼ
ン
（
改
善
）
や
整
理
整
頓
な
ど
の
５
Ｓ
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め
ま
す
。
こ
う
し
て
日
本
と
同
じ
製
造

ラ
イ
ン
で
２
年
間
働
き
、
ス
キ
ル
を
磨
い
た
後
は
、

各
自
が
希
望
す
る
新
し
い
職
場
へ
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
約
40
人
の
若
者
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

当
社
工
場
が
入
居
す
る
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド

工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）
は
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
と
の

県
境
に
近
い
内
陸
部
に
あ
り
ま
す
。
洪
水
の
心
配
と

は
無
縁
で
、
供
給
上
水
道
や
電
力
に
も
何
ら
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
規
格
道
路
な
ど
の
交
通
網
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
が
多
く
居
住
す
る
シ
ラ
チ
ャ

ー
へ
も
車
で
40
〜
50
分
と
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
抜

群
で
す
。
近
隣
に
は
ワ
ー
カ
ー
も
多
く
居
住
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
採
用
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
系
な
ど
の
取
引
先
も
周
辺
に
集
積
し
て
お

り
、
こ
の
上
な
い
好
立
地
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

工
業
団
地
を
管
理
す
る
Ｗ
Ｈ
Ａ
社
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
い
つ
も
明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
「
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
定
期
的
な
巡
回
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
社
を
は
じ
め
入
居
企
業
か
ら

の
連
絡
や
問
い
合
わ
せ
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
早
く
、

困
っ
た
時
に
頼
る
こ
と
の
で
き
る
力
強
い
味
方
で

す
。
松
井
会
長
も
「
良
い
ご
縁
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
マ
ツ
イ
・
イ
ー

ス
タ
ン
（
タ
イ
）
の
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
が
楽
し
み
で

す
。

　

初
期
の
開
発
エ
リ
ア
1
4
5
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
現
在
、
投
資
家
に
提
供
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
家
は
経
済
区

の
特
別
な
投
資
奨
励
策
と
投
資
家
向
け

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
で
き
ま
す
。
こ
の

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
完
成
す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
中
央

北
部
で
最
大
規
模
か
つ
世
界
水
準
の
工

業
区
に
な
り
ま
す
。 

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1 

ー 

ゲ
ア
ン
は
タ
イ
に
本
拠
を
置
く

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム

で
初
め
て
の
工
業
区
投
資
で
あ
り
、
ベ

ト
ナ
ム
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
明
確
に
示
す
も
の
で
す
。 

   

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
の
ジ
ャ
リ
ー

ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。「
ベ
ト
ナ
ム
は
こ
の
地

域
に
お
い
て
好
適
な
投
資
先
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
急
速
な
経
済
成
長
、
中

国
や
日
本
、
韓
国
な
ど
の
大
規
模
市
場

に
近
い
地
理
的
条
件
、
大
規
模
で
教
育

水
準
の
高
い
労
働
力
、
締
結
済
み
お
よ

び
交
渉
中
の
多
数
の
自
由
貿
易
協
定

（
F
T
A
）
が
奏
功
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は

東
南
ア
ジ
ア
の
新
た
な
明
星
と
み
な
さ

れ
て
い
ま
す
。」 

繁
栄
す
る
ゲ
ア
ン
省
の
一
等
地

　

高
速
道
路
1
A
に
隣
接
す
る
ド
ン
・

ナ
ム
経
済
区
内
と
い
う
戦
略
的
立
地
条

件
を
備
え
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
ー 

ゲ
ア
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
中

央
北
部
で
最
大
規
模
の
工
業
区
に
な

り
、
新
た
な
世
界
水
準
の
製
造
・
配
送

拠
点
と
し
て
国
内
市
場
と
海
外
市
場
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。 

　

人
口
3
2
0
万
人
の
ゲ
ア
ン
省
は
ベ

ト
ナ
ム
で
4
番
目
に
人
口
の
多
い
省
で

す
。
大
学
7
校
、
単
科
大
学
6
校
、
専

門
学
校
4
校
、
職
業
訓
練
校
61
校
と
多

数
の
教
育
機
関
が
あ
り
、
毎
年
2
万

4,
0
0
0
人
の
卒
業
生
を
新
た
に
輩

出
し
て
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
ゲ
ア
ン
省
は
ビ
ン
市
周
辺

に
ビ
ン
国
際
空
港
、
3
つ
の
海
港
、
南

部
と
北
部
を
結
ぶ
鉄
道
網
が
あ
り
、
8

本
の
国
道
や
高
速
道
路
が
省
内
を
走
っ

て
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
2
0
2
1
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
ハ
ノ
イ
と
ビ
ン
市
を
結
ぶ
自

動
車
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
同
省
の
接

続
性
は
一
層
高
ま
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

政
府
と
省
政
府
当
局
の
献
身
的
な
支
援

に
よ
り
、
ゲ
ア
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、

製
造
、
輸
送
お
よ
び
物
流
の
総
合
的
な

ハ
ブ
と
な
り
、
大
手
製
造
企
業
と
投
資

家
が
国
の
発
展
に
一
層
貢
献
す
る
た
め

の
一
等
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が

ゲ
ア
ン
に
投
資
し
、
工
業
区
を
建
設
す

る
こ
と
を
決
め
た
理
由
で
す
。
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ

ア
ン
は
優
れ
た
設
計
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
と
水
道
な
ど
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
工
業
用
水
、
廃
水
処
理
、
電
力

供
給
、最
新
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、

雨
水
排
水
と
洪
水
防
止
が
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
の
専
門
的
な
運
営
・
管
理

チ
ー
ム
に
よ
る
環
境
監
視
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
さ
れ
ま
す
。 

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー  

ゲ
ア
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
に

は
以
下
が
含
ま
れ
ま
す
。

•
工
業
：
自
動
車
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
、
軽
金
属
、
繊
維
/
衣
料
品
、
建
築

資
材

•
消
費
者
：
食
品
加
工
、
飲
料
、
付
加

価
値
農
業
、日
用
消
費
財（
F
M
C
G
）、

電
化
製
品

•
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、医
療
用
ア
セ
ン
ブ
リ
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
通
信

•
物
流
：
低
温
貯
蔵
、
内
陸
コ
ン
テ

ナ
ー
・
デ
ポ
、
近
代
的
な
倉
庫
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
、
運
輸

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ズ
1

の
後
、
さ
ら
に
2
0
2
0
〜
2
0
3
8

年
に
か
け
て
6
つ
の
開
発
フ
ェ
ー
ズ
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
完
成
時
に
は
総
面

積
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
予

定
で
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
投
資
家
向

け
特
別
奨
励
策

　

フ
ェ
ー
ズ
1
の
開
発
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
初
期
開
発
エ
リ
ア
1
4
5
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
現
在
、
投
資
家
に
提
供
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。投
資
家
は
ド
ン
・

ナ
ム
経
済
区
管
理
委
員
会

（
D
N
E
A
）
が
提
供
す
る
実
用
的
な

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
輸
入
税
と
法
人
税
に
関

す
る
特
別
な
投
資
恩
典
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

タ
イ
に
お
け
る
W
H
A
の
30
年
間
の
経

験
を
活
用

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー  

ゲ
ア
ン
の
戦
略
的
立
地
条
件
と

D
N
E
A
の
投
資
奨
励
策
に
加
え
て
、

投
資
家
は
タ
イ
で
世
界
水
準
の
工
業
団

地
を
開
発
し
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
と
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
国
際
的
な
水
準
を
実
現
し
て
き
た

　

ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
到
来

に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
大
波
が
押

し
寄
せ
、
産
業
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
産
業
が
相
互

に
接
続
さ
れ
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と

情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ

て
い
る
た
め
、
タ
イ
の
W
H
A
は
こ
れ

ら
の
ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
デ
ジ
タ

ル
変
革
を
開
始
し
て
、
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
の
顧
客
企

業
に
一
段
と
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
確
実

に
提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
促
進
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

　

タ
イ
に
お
け
る
物
流
、
工
業
団
地
、

工
業
用
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
、

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
開
発
を
専
門
と
す
る
ト
ッ
プ
企
業

で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
マ
ー

ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
倉
庫
と
建
物
、

倉
庫
管
理
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ト
レ
ー
ジ
、モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

お
よ
び
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
自
動
化
に
適

合
さ
せ
る
た
め
に
、
物
流
事
業
の
設
計

と
準
備
を
す
で
に
進
め
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団
地

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
現
在
、
W
H
A

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団
地
内
に
お
け

る
工
場
の
円
滑
な
製
造
業
務
、
物
流
お

よ
び
そ
の
他
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ス
マ
ー

ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
て
い
ま

す
。 

　

工
業
団
地
の
維
持
管
理
に
関
し
て

は
、
効
率
、
信
頼
性
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
よ
び
安
全
性
を
常
に
確
保
す
る
た
め

に
様
々
な
ス
マ
ー
ト
機
能
が
採
用
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
あ

ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
要
件
で

あ
る
た
め
、
W
H
A
で
は
年
中
無
休
で

監
視
を
行
う
集
中
監
視
・
制
御
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
多
額
の

投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
照

明
と
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え

て
、 

車
両
と
訪
問
者
の
常
時
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
、
交
通
管
理
、
お
よ
び
土
地
調
査

の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
利
用
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団

次
世
代
自
動
車

次
世
代
自
動
車

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

- 

ゲ
ア
ン

ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
高
み
へ
と
発
展

ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
高
み
へ
と
発
展

　

自
動
車
産
業
は
過
去
40
年
間
に
わ
た
っ
て
タ

イ
の
経
済
発
展
の
主
な
推
進
力
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
、
自
動
車
輸
出
は
タ
イ
の
G
D
P

の
6
・
5
％
に
相
当
す
る
1
兆
バ
ー
ツ
以
上
の

収
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の

自
動
車
産
業
は
先
進
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
の
開
発
と
消
費
者
か
ら
の
要
求
に
よ

り
、
重
大
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
政
策
に
よ
っ
て
生
産

性
の
向
上
、
デ
ザ
イ
ン
と
創
造
の
促
進
、
新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
た
め
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
採
用
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
業
界
内
の
既
存

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
に
お
け
る
無
制
限
の
競
争
を
可
能
に
す
る

デ
ィ
ス
ラ
プ
テ
ィ
ブ
技
術
の
利
用
に
熱
心
な
、

他
の
業
界
か
ら
の
新
規
参
入
企
業
を
支
援
し
て

タ
イ
の
競
争
力
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
す
。

　

世
界
的
な
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ダ

イ
ム
ラ
ー
社
は
新
世
代
の
自
動
車
を
次
の
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
ま
す
：
1
. 

電
気
自
動
車 

2
. 

自
動
運
転
車 

3
. 

コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
カ
ー
（
I
o
T
を
使
用
） 

4
. 

シ
ェ

ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
は
先
進
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

探
し
求
め
る
、
自
動
車
産
業
に
お
け
る
世
界
的

な
ト
レ
ン
ド
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
は
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電
気
部
品
、
通
信
・
制
御
用
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
ほ
か
、
A
I
と
高
度
な
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
利
用
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
の
開
発
に

即
し
て
、
タ
イ
政
府
は
投
資
奨
励
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
産
業
に
次
世
代
自
動
車
産
業
を
含

め
ま
し
た
。
E
E
C
は
現
在
、
タ
イ
と
東

南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
主
要
な
生
産
ハ

ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
決
定
が
行
わ

れ
た
目
的
は
、
自
動
車
利
用
の
世
界
的
な

ト
レ
ン
ド
に
即
し
て
、
タ
イ
で
現
在
も
生

産
さ
れ
て
い
る
内
燃
エ
ン
ジ
ン
の
使
用
を

減
ら
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
り
ア
セ
ン
ブ
リ
と
製
造
ラ
イ
ン
の
効

率
向
上
に
役
立
つ
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

他
の
自
動
車
関
連
産
業
や
自
動
車
に
利
用

さ
れ
る
電
子
シ
ス
テ
ム
に
焦
点
を
当
て
た

ス
マ
ー
ト
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
、

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
拡
大
し

て
付
加
価
値
の
高
い
新
世
代
の
自
動
車
を

生
産
す
る
デ
ジ
タ
ル
産
業
の
発
展
も
促
進

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
粉
塵
問
題
の
た
め
、
政
府
は
電

気
自
動
車
（
E
V
）
の
利
用
を
推
進
す
る

方
向
に
進
み
ま
す
。
従
っ
て
、
E
V
を
推

進
す
る
計
画
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
と
自

動
運
転
車
の
開
発
を
進
め
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
車
内
ア

プ
リ
開
発
会
社
な
ど
の
タ
イ
の
新
興
企
業

が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
運
転
中
の

快
適
さ
を
高
め
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
た
り
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
デ
バ
イ
ス
の

メ
ー
カ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
新
世
代
の
自
動

車
産
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
参
加
し
た
り

す
る
機
会
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。 

　

自
動
車
産
業
は
重
大
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
迎
え
て
い
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
最

大
の
生
産
ハ
ブ
で
あ
る
タ
イ
は
、
特
に
デ
ジ
タ

ル
時
代
に
お
け
る
自
動
車
生
産
で
生
ま
れ
る
無

数
の
機
会
に
適
合
し
、
後
れ
を
取
ら
ず
に
進
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
規
模
の
企
業
を
営

む
企
業
家
た
ち
は
、
こ
の
変
化
か
ら
直
接
的
な

影
響
を
受
け
る
た
め
、
主
な
支
援
者
で
あ
る
政

府
当
局
と
の
協
力
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
協
力
の
成
否
に
よ
り
、
タ
イ
の
自
動

車
産
業
が
明
る
い
将
来
を
迎
え
て
、タ
イ
が
「
中

所
得
国
の
罠
」
を
回
避
す
る
た
め
の
力
と
な
る

か
、
あ
る
い
は
過
去
の
事
例
で
見
ら
れ
た
よ
う

に
後
塵
を
拝
し
て
新
興
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
る
か
が
決
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。             

（
2
0
1
9
年
2
月
9
日
）

地
は
重
要
な
リ
ス
ク
分
野
で
も
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
部

の
工
業
団
地
で
は
水
位
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
警
告
を
行
う
た
め
に
洪
水
監
視

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

弊
社
で
は
接
続
性
と
運
営
の
安
定
性
を

高
め
る
た
め
に
主
要
な
装
置
・
機
械
に

ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス 

　
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
I
o
T
）

と
自
動
化
さ
れ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
工
業
用
地
の
利
用
、
工
業
用
水

の
生
産
プ
ロ
セ
ス
、
屋
上
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
監
視
・
管
理
シ
ス

テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
送
電
網
、
廃
水
処
理

顧客の期待上回る高品質・高水準品を提供
職業訓練制度で高卒者を採用。地域貢献も

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

　
　
　
　

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

　
　
　
　
　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

お
よ
び
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
管

理
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
E
M
C
2
な
ど

の
工
業
団
地
監
視
セ
ン
タ
ー
で
は
大
気

環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
リ
サ
イ
ク
ル

と
再
利
用
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
廃
水

処
理
・
管
理
、
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
水

処
理
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
多
数
の
ス

マ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
環
境
保

護
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

F
T
T
x
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
・
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
最
優

先
事
項
は
お
客
さ
ま
で
す
。
W
H
A
は

よ
り
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

長
と
成
功
へ
の
道
を
お
客
様
と
共
に
歩

み
、
タ
イ
と
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展

に
貢
献
す
べ
く
尽
力
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
30
年
に
わ
た
る
経

験
か
ら
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ

イ
で
11
か
所
の
工
業
団
地
を
運
営
し
て

お
り
、
総
敷
地
面
積
は
7,
8
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
世
界
中
の
企
業

7
5
0
社
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
総
投

資
額
は
3
2
0
億
米
ド
ル
と
見
積
も
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
1
9
8
8
年
の

設
立
以
来
、
自
動
車
、
石
油
化
学
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
消
費
者
製
品
お
よ

び
そ
の
他
の
輸
出
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー

を
形
成
し
、
発
展
さ
せ
る
上
で
有
益
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー

ド
、
G
M
、
い
す
ゞ
、
マ
ツ
ダ
、
M
G 

b
y 

S
A
I
C
、
ス
ズ
キ
な
ど
の
国

際
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
世
界
の

ト
ッ
プ
O
E
M
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

3
2
社
を
含
む
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

と
共
に
、
タ
イ
の
製
造
拠
点
と
し
て

W
H
A
工
業
団
地
を
選
択
し
て
い
ま

す
。

優
れ
た
環
境
管
理
手
法

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
評
判
の
も
う
1

つ
の
強
力
な
要
素
は
、
環
境
の
保
護
・

保
全
努
力
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は

タ
イ
に
お
け
る
会
社
設
立
当
初
か
ら
、

自
社
の
工
業
団
地
が
持
続
可
能
な
形
で

環
境
と
調
和
し
て
共
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
弊
社
は
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
設
計
に
注
意
を
払

い
、
自
社
が
運
営
す
る
す
べ
て
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
自
社
の
幅
広
い

経
験
を
生
か
し
、
タ
イ
の
1
1
カ
所
の

工
業
団
地
と
同
じ
モ
デ
ル
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー  

ゲ
ア
ン
に
採
用
し
、
同
じ
環
境

基
準
を
適
用
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま

す
。  

弊
社
は
、
環
境
を
守
る
た
め
に

は
、
特
に
開
発
の
最
も
初
期
の
段
階
に

お
い
て
環
境
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
。 

　

例
え
ば
、
開
発
地
総
面
積
の
約
14
％

は
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

緑
地
の
確
保
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。  

水
道
シ
ス
テ
ム
は
安
全
で
コ
ス
ト
効
率

と
信
頼
性
が
高
く
、
水
路
網
は
洪
水
の

リ
ス
ク
を
な
く
す
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
廃
水
は
ま
ず
溜
池
に
置
か
れ
、

そ
の
後
処
理
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
の
い
く

つ
か
の
工
業
団
地
と
同
様
に
、
W
H
A

は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1 

ー  

ゲ
ア
ン
に
人
工
湿
地
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
化
学
物
質
を
ま
っ
た
く
使
用
せ
ず
、

環
境
に
優
し
い
廃
水
処
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。

　

道
路
と
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
効
率
を
最

大
化
す
る
た
め
に
系
統
的
に
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。  

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
抑
え
る
た
め
に
す
べ
て
の
街
路

灯
に
L
E
D
電
球
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。  

導
入
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
重
要

な
機
能
は
製
造
エ
リ
ア
内
の
環
境
デ
ー

タ
を
追
跡
・
記
録
す
る
環
境
監
視
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
W
H
A
グ

ル
ー
プ
取
締
役
会
副
会
長
兼
工
業
・
国

際
担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
環
境
を
考
慮

し
た
取
り
組
み
に
対
す
る
弊
社
の
確
固

と
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
支
持
し
て

い
ま
す
。「
植
樹
活
動
な
ど
の
シ
ン
プ

ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
人
工
湿
地

や
発
電
な
ど
の
高
度
な
も
の
ま
で
、
私

た
ち
は
す
べ
て
の
関
係
者
や
政
府
機
関

と
協
力
し
て
環
境
の
持
続
可
能
性
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
ま

す
。」

成
長
の
維
持

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
工
業
団
地
開
発

に
お
け
る
確
か
な
経
験
を
生
か
し
、
タ

イ
と
同
様
に
ゲ
ア
ン
で
世
界
水
準
の
工

業
区
開
発
を
成
功
さ
せ
ま
す
。
弊
社
は

す
べ
て
の
入
居
企
業
の
要
件
に
対
応

し
、
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
地

域
の
経
済
成
長
に
貢
献
し
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン 

ー 

ゲ
ア
ン
の
魅
力
と
競
争
力
を
一

段
と
高
め
る
に
は
、
ゲ
ア
ン
省
と
ベ
ト

ナ
ム
政
府
当
局
が
道
路
、
海
港
お
よ
び

空
港
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
と
接
続
性
の
改
善
に
引
き
続
き

注
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ハ

ノ
イ
と
ビ
ン
市
を
結
ぶ
自
動
車
道
路
の

完
成
と
、
3
カ
所
の
海
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
重
要
で
す
。 

　

同
時
に
、
免
許
の
承
認
や
投
資
家
の

た
め
の
許
可
や
証
明
書
の
発
行
を
迅
速

化
し
、予
測
可
能
な
も
の
に
す
る
に
は
、

関
係
す
る
す
べ
て
の
機
関
の
適
切
な
連

携
が
役
立
ち
ま
す
。   

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1  

ー  

ゲ
ア
ン
は
現
在
、
日
本
と
タ

イ
か
ら
の
最
初
の
投
資
家
を
迎
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
投
資
家
は

D
N
E
A
の
特
別
な
投
資
奨
励
策
と

W
H
A
の
投
資
家
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
で

き
ま
す
。  

環
境
関
連
の
承
認
に
関
す

る
事
前
作
業
は
す
で
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
関
連
会
社
で

あ
る
W
H
A
U
P
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

ズ 

ア
ン
ド
パ
ワ
ー
社
（
W
H
A
U
P
）

が
水
道
と
廃
水
関
連
の
公
共
イ
ン
フ
ラ

を
開
発
中
で
、
作
業
は
予
定
通
り
進
ん

で
い
ま
す
。
多
数
の
見
込
み
顧
客
も
現

れ
て
い
る
た
め
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ
ア
ン
は
有
望
な

将
来
に
向
か
っ
て
順
調
に
進
み
つ
つ
あ

る
と
い
え
ま
す
。

特別経済区投資恩典
法人税（CIT）
・特別税率：10％、　
　15 年間
 -  C I T 免税、当初の4 
　年間
 - その後、9年間　
　50％減税

輸入税
・固定資産を形成する機
械・装置は免税
・国内で生産できない材
料と部品は 5年間免税       

投資家への支援
・ドン・ナム経済区
委員会によるワンス
トップサービス

WHA コーポレーション株式会社の
ジャリーポーン・ジャルコーンサク
ン会長兼グループCEO

　デビッド・ナードン WHA グ
ループ取締役会副会長兼工業・国
際担当グループ・エグゼクティブ

詳細についてのお問い合わせ先

ゲアンのWHA マネジメント サービシズベトナ
ム株式会社の支社
所 在 地：32nd Floor, Muong Thanh Song 
Lam Hotel, 13 Quang Trung Street, Vinh 
City,Nghe An Province, Vietnam
ビン事務所     TEL：(+84) 238 222 9999
                   FAX：(+84) 238 222 9998
ハノイ事務所  TEL：(+84) 243 574 6999

電子メール：invest@whavietnam.com
ホームページ：www.whavietnam.com

（
1
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

W
H
A
U
P
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
C
E
O
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
人
気
の
高
い
投
資
先
の

中
で
、
ゲ
ア
ン
は
交
通
網
と
の
接
続
が
容
易
な
た
め
、
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
次
い
で
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。ゲ
ア
ン
は
ハ
イ
ウ
ェ

イ
1
A
、
お
よ
び
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
結
ぶ
鉄
道
に
隣
接
し
て
お
り
、ヴ
ィ
ン

国
際
空
港
か
ら
わ
ず
か
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
C
u
o 

L
o
深
海
港
と
現
在
建
設
中
の
3
つ
の
港
も
近
距
離
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ゲ

ア
ン
に
は
特
別
経
済
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
繊
維
、
食
品
、
物
流
、

F
M
C
G
、
自
動
車
部
品
な
ど
の
分
野
へ
の
投
資
で
は
政
府
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
で
は
こ
れ
ら
の
前
向
き
な
見
通
し
に
基
づ
い
て
家
庭
用
と
産
業
用
の

両
方
の
水
道
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
需
要
拡
大
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
奨

励
策
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
成
長
に
即
し
た
も
の
で
す
。
従
っ

て
、
C
u
a 

L
o
社
へ
の
投
資
は
W
H
A
U
P
に
と
っ
て
海
外
に
お
け
る
公
共
イ

ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
か
ら
の
利
益
と
い
う
形
で
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ウ
ィ
サ
ー
ト
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
こ
の
投
資
は

W
H
A
U
P
が
長
期
的
な
投
資
目
標
の
一
部
と
し
て
C
L
M
V
諸
国
、
特
に
ベ
ト

ナ
ム
に
お
い
て
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大
す
る
上
で
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
工
業
団
地
の
外
部
に
公
共
イ
ン
フ

ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
広
げ
る
と
い
う
弊
社
の
計
画
に
も
合
致
し
て
い
ま
す
。

追
加
情
報

　

現
在
、
W
H
A
U
P
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
公
共
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
社
は
す
で
に
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1
ー 

ゲ
ア
ン
で
水
道
供
給
事
業
を
運
営
す
る
権
利
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
同
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
現
在
、
建
設
作
業
が
進
行
中
で
、
2
0
1
9
年
の
第
3

四
半
期
に
完
成
し
て
本
格
開
業
す
る
予
定
で
す
。
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHAグループは先日チョンブリ県の5つの地区を訪問し、400名の高齢者にインフルエンザの予防接種を行いました。
WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役は、特に雨季の最中に重
い病気にかかるリスクを減らすために免疫機能を高めることの大切さについて地域住民に説明しました。寺院、学校やコミュ
ニティーセンターで実施されたこの活動は、人々の健康と幸福を促進することを目的としたもので、WHA 工業団地周辺の地
域住民に対する社会貢献の取り組みの一環です。

航空宇宙業界の代表団が
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問
航空宇宙業界の代表団が
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問

海外の航空・宇宙産業の代表団が先日WHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・シーボード工業
団地（ラヨーン）を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役
（中央）による歓迎を受けました。一行は航空宇宙分野のサプライヤー企業、オマダ・インターナショナル（タイランド）株式会
社が誇る最先端の施設の総合的な見学などを行いました。同代表団は航空宇宙製造部門の堅固な成長ぶりを視察し、タイ国
内の投資機会を探ることを目的としてタイを訪れました。

日本からの代表団がWHAインダストリアル・ディベロップメント社
のEEC自動車産業クラスターを訪問
日本からの代表団がWHAインダストリアル・ディベロップメント社
のEEC自動車産業クラスターを訪問

日本の財団法人国際情報化協力センター（CICC）の代表団が先
日WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社を訪問し
ました。同代表団がタイを訪問した目的は、情報技術分野での協
力関係を強化することです。一行はWHAの工業団地運営の概要
について説明を受けた後、タイの自動車産業クラスターを構成し
ているイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）とWHAイース
タン・シーボード工業団地1の見学を行いました。

福岡県の経済界代表団が 
WHAインダストリアル・
ディベロップメント社を訪問

福岡県の経済界代表団が 
WHAインダストリアル・
ディベロップメント社を訪問

日本の福岡県の経済界代表団が先日WHAインダストリアル・デ
ィベロップメント株式会社を訪れ、ラッダ・ロジャナウィライウッド
工業団地顧客開発担当副社長（前列右端）による歓迎を受けまし
た。同代表団は工業団地を視察し、タイのEECにおける投資機会
を探るという任務を負ってタイを訪問しました。一行はWHAイー
スタン・シーボード工業団地1の賃貸用工場の詳細な見学を行い
ました。

宮崎県の経済界代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問
宮崎県の経済界代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問

日本の宮崎県の経済界代表団が先日WHAインダストリアル・デ
ィベロップメント株式会社を訪れ、ラッダ・ロジャナウィライウッド
工業団地顧客開発担当副社長（前列右から2人目）による歓迎を
受けました。同代表団は東部経済回廊（EEC）における投資の可
能性について調査し、日本とタイとのさらなる協力の機会につい
て話し合うために来タイしました。一行はイースタン・シーボード
工業団地（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1を
くまなく回り、タイ国内と海外の顧客企業が利用できるWHAの
世界水準の施設とエンドツーエンドのインフラストラクチャーを
見学しました。

オーストラリアの貿易使節団がWHAスマート・ウェアハウスを視察 
WHAメガ・ロジスティクスセンターで
オーストラリアの貿易使節団がWHAスマート・ウェアハウスを視察 
WHAメガ・ロジスティクスセンターで

オーストラリア貿易・投資委員会（Austrade）の委員と実業家の代表団
が先日、WHAコーポレーション株式会社を訪れて、サムットプラカーンの
WHAメガ・ロジスティクスにあるWHAスマート・ウェアハウスを視察しま
した。Austradeのスチュアート・リース貿易・投資委員（左端）に率いられ
た同代表団による今回の訪問はパートナーシップの構築が可能な分野を
特定することを目的としたもので、「タイへのスマート・ロジスティクス＆ウ
ェアハウジング・ミッション」の一環です。

オハイオ州とペンシルバニア州の経済界代表団が
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）と 
WHAイースタン・シーボード工業団地1を訪問

オハイオ州とペンシルバニア州の経済界代表団が
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）と 
WHAイースタン・シーボード工業団地1を訪問

Ohio Small Business Development Center（SBDC）、Northwest 
Pennsylvania Regional Planning and Development Commission、
およびColumbiana County Commissionの経済界代表団がWHAの
工業団地を訪問し、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社
のラッダ・ロジャナウィライウッド工業団地顧客開発担当副社長（左から2
人目）による歓迎を受けました。一行はイースタン・シーボード工業団地
（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）か
ら成るタイの自動車産業クラスターの世界水準の施設をくまなく見学し
ました。また、高品質の製品を様々な業界の顧客に供給している米国企
業、Ampacet社の地域本社と製造工場も訪れました。

バングラデシュの投資視察団がWHAの工業団地を訪問バングラデシュの投資視察団がWHAの工業団地を訪問

バングラデシュ投資開発庁（BIDA）の職員が先日、WHAインダストリア
ル・ディベロップメント株式会社が開発したイースタン・シーボード工業団
地（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1を訪れました。一
行はWHAインダストリアル・ディベロップメント社のスワッド・キッドソポ
ン現場監督主任（前列中央）による歓迎を受けました。同視察団は日本国
際協力機構（JICA）が支援する「バングラデシュにおける投資促進および
産業競争力強化」協力プロジェクトの一環として、様々な業種の顧客に対
応するために、WHAの工業団地運営の概略説明を受けました。また、世
界水準の賃貸用施設と製造工場の現場見学も行いました。この訪問は、
タイとバングラデシュの結び付きを強め、経済と投資での協力を促進する
ことを目的としたものです。 

マヒドン大学の代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社のESIE（ラヨーン）とWHA ESIE 1を訪問
マヒドン大学の代表団が
WHAインダストリアル・ディベロップメント社のESIE（ラヨーン）とWHA ESIE 1を訪問

マヒドン大学公衆衛生学部の教職員から成る代表団がWHAの
工業団地を訪れ、WHAインダストリアル・ディベロップメント社
のウィワット・ジラティカーンサクン工業・国際担当最高執行責任
者（中央）と、WHAコーポレーションのシヤパス・チャンタチャイ
ロート法人マーケティング担当取締役（前列右から4人目）による
歓迎を受けました。一行はイースタン・シーボード工業団地（ラヨ
ーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1の世界水準の製
造施設を訪れ、WHA工業団地の運営方法を見学しました。この
訪問で得られた情報は、EEC地域における教育研究と学術的サ
ービスのカリキュラム開発に利用されます。 

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
タ
イ
で
10
か
所
目
の
工
業
団
地
を
開
業

     

W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
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最
初
の
入
居
企
業
は
中
国
のP

rin
x
 C
h
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a
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完
全
に
統
合
さ
れ
た
物
流
、
工
業
団

地
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
、

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
分
野
に
お
け
る
タ
イ
の
リ
ー
ダ
ー
企

業
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
で
あ

る
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
は
、
同
グ

ル
ー
プ
が
タ
イ
で
運
営
す
る
10
か
所
目

の
工
業
団
地
で
あ
る
W
H
A
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
3

（
W
H
A  

E
S
I
E 

3
）
を
開
業
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
E
E
C

に
位
置
し
、
効
率
的
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
と
世
界
水
準
の
工
業
向
け

サ
ー
ビ
ス
を
完
備
し
た
W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
、
様
々
な
分
野
の
投
資

家
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
が

整
い
ま
し
た
。
特
に
次
世
代
自
動
車
、

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、

航
空
、
物
流
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業

に
定
め
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
本
日
、
中
国
の

Chengshan

グ
ル
ー
プ
傘
下
のPrinx 

Chengshan T
ire

（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
株

式
会
社
と
の
間
で
、
W
H
A 

E
S
I
E 

3
の
1
件
目
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
契
約
に
よ
り
、
W
H
A 

E
S
I
E 

3
の
工
業
用
地
2
8
0
ラ
イ
（
44
・
80

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
タ
イ
お
よ
び
東
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
同
社
初
の
工
場
が
建
設

さ
れ
ま
す
。
新
工
場
は
2
0
2
0
年
半

ば
ま
で
に
稼
働
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

　

Prinx Chengshan

社
は
中
国
に
本

拠
を
置
く
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
、

2
0
1
8
年
10
月
に
香
港
証
券
取
引
所

（
S
E
H
K
）
に
上
場
し
ま
し
た
。
同
社

は
こ
の
地
域
で
初
め
て
の
タ
イ
ヤ
工
場

の
建
設
地
と
し
て
タ
イ
の
E
E
C
に
あ

る
W
H
A 

E
S
I
E 

3
を
選
び
ま
し

た
。Prinx Chengshan

社
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
段
階
と
し
て
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
生
産
ラ
イ
ン
の

建
設
に
1
0
1
億
バ
ー
ツ
（
3
億
米
ド

ル
）
の
投
資
を
行
い
ま
す
。
年
間
生
産

能
力
は
乗
用
車
用
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ヤ

（
P
C
R
）
が
4
0
0
万
本
、
ト
ラ
ッ
ク

/
バ
ス
用
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ヤ
（
T
B
R
）

が
80
万
本
で
す
。
同
工
場
の
稼
働
開
始

時
に
必
要
と
な
る
労
働
者
数
は

1,
2
0
0
人
で
、
年
間
生
産
能
力
が

P
C
R
1
,
0
0
0
万
本
、

T
B
R
2
0
0
万
本
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
後
は
、
2,
0
0
0
人
を
超
え
る
見
込

み
で
す
。 

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち

は
タ
イ
に
お
け
る
弊
社
の
10
か
所
目
の

写真は、 WHAコーポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グルー
プ CEO（中央）、WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社のデビッド・ナード
ン工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左から3人目）、WHAインダストリアル・ディベロッ
プメント株式会社のウィワット・ジラティカーンサクン工業・国際担当最高執行責任者（左
から2 人目）、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のラッダ・ロジャナウィ
ライウッド工業団地顧客開発担当副社長（左端）、Chengshan グループ取締役会会長の
Mr. Che Hongzhi（右から 3 人目）、Prinx Chengshan 社ゼネラルマネージャーの Mr. Che 
Baozhen（右から2人目）、中国銀行（タイ）のCEO兼国別責任者のMr. Li Feng（右端）

WHAグループがチョンブリ県の高齢者を対象に
無料インフルエンザ予防接種を実施
WHAグループがチョンブリ県の高齢者を対象に
無料インフルエンザ予防接種を実施

WHAグループは先日、チョンブリ県とラヨーン県で毎年恒例の教師向けアートキャンプを開催しました。同キャンプは今年で
9回目となります。WHA 工業団地周辺に位置する16の学校と幼児園から合計38名の教師が特別な美術教育セッションに
参加し、美術を通じて感情と創造性を表現しようという気持ちを児童に起こさせる方法を学びました。アートキャンプの閉会
式ではWHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（3列目中央）が
4日間のコースの修了者に祝辞を述べました。今年のコースは「水は命」（Water is Life）をテーマとして実施されました。

WHAグループが第9回教師向けアートキャンプを開催
児童の間に美術を愛する心を植え付けることが目的
WHAグループが第9回教師向けアートキャンプを開催
児童の間に美術を愛する心を植え付けることが目的

工
業
団
地
、
W
H
A 

E
S
I
E 

3
の
開

業
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
最
初
の
入

居
企
業
と
し
てPrinx Chengshan 

T
ire

（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
を
迎
え
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
タ
イ
に
お
け

るPrinx Chengshan

社
の
投
資
は
、

タ
イ
の
自
動
車
産
業
が
前
進
す
る
た
め

の
重
要
な
一
歩
で
あ
り
、
海
外
の
投
資

家
に
と
っ
て
E
E
C
が
魅
力
的
で
あ
る

こ
と
の
証
で
す
。
近
日
中
に
さ
ら
に
多

数
の
企
業
が
入
居
す
る
見
込
み
で
、
今

後
5
年
間
の
W
H
A 

E
S
I
E 

3
へ
の

投
資
額
は
1,
4
0
0
億
バ
ー
ツ
（
44
億

1,
0
0
0
万
米
ド
ル
）
と
見
積
も
ら
れ

て
い
ま
す
。」

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
弊
社
の
工
業
団
地
が

Prinx Chengshan

社
の
投
資
先
に
選

ば
れ
、
同
社
を
W
H
A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
て
光
栄
で

す
。
世
界
水
準
の
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
、

優
れ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、

そ
し
て
戦
略
的
な
立
地
を
備
え
た

W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
、Prinx 

Chengshan

社
が
事
業
を
拡
大
し
、
国

際
的
な
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
理
想

的
な
選
択
肢
で
す
。」 

　

Chengshan

グ
ル
ー
プ
取
締
役
会
会

長
のM

r. Che H
ongzhi

は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。「
弊
社
に
と
っ
て
海

外
初
の
工
場
を
タ
イ
の
W
H
A 

E
S
I
E 

3
に
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

弊
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
拡
張
が
大
き
く

進
展
し
ま
す
。
2
年
間
に
わ
た
っ
て
調

日本の衛生陶器大手メーカーの子会社であるTOTO（タイランド）
社は先日、WHAサラブリ工業団地（WHA SIL）で建設中のタイ第
3工場のために仏教行事「メリットメイキング・セレモニー」を開催
しました。この行事に出席した WHA インダストリアル・ディベロ
ップメント株式会社のタニン・スッブーンルアン工業団地開発・工
業・国際担当副社長（右側）は、TOTO（タイランド）社と同社スタッ
フに恵みが与えられるよう祈りを捧げた後、同社のシマダ・タカヤ
ス社長（左側）に記念品を贈呈しました。

カスタマーニュース

TOTO（タイランド）社が
WHAサラブリ・インダストリアルランドで仏教行事を開催
第3工場建設工事の安全を祈願

TOTO（タイランド）社が
WHAサラブリ・インダストリアルランドで仏教行事を開催
第3工場建設工事の安全を祈願

　

バ
ン
コ
ク
、2
0
1
9
年
5
月
24
日 

ー 

W
H
A
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
は
ラ

ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
の
廃
水
管
理
・

処
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
、
自
治
体
へ
の
引
き
渡

し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
新
施
設

は
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
に
あ
る
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）（
E
S
I
E
）
の
近

く
に
位
置
し
、
1
日
あ
た
り
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の

処
理
能
力
を
備
え
て
お
り
、
植
物
と
微
生
物
の
自
然
の

力
を
利
用
し
た
技
術
で
あ
る
人
工
湿
地
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
し
い
廃
水
管
理
・
処
理
シ
ス
テ
ム
設
置
の

発
端
と
な
っ
た
の
は
、
偉
大
な
る
プ
ミ
ポ
ン
・
ア
ド
ゥ

ン
ヤ
デ
ー
ト
前
国
王
陛
下
が
推
進
し
た
、
廃
水
を
生
物

学
的
に
処
理
す
る
取
り
組
み
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。
こ
の
施
設
は
水
質
を
改
善
す
る
た
め
の
W
H
A
の

C
S
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「Clean W

ater for Planet

」

の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
体
系
的
な
廃
水
管
理
を
導
入
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
関
し
て
工
業
団
地
入
居
企
業
と
地
域
住
民
の
意
識
を

高
め
、
衛
生
的
で
安
全
な
水
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
表
し
た
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
で
、
近
隣
の
地
域
社
会
に
プ
ラ
ス
の
変
化
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

同
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。「
こ
の
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
と
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
の
教
育
、
健
康
と
幸
福
に
関
す
る
弊
社
の
関
心
が

組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
自

社
の
工
業
団
地
周
辺
に
健
康
的
で
力
強
い
地
域
社
会
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
連
の
活
動
を
開
始

し
、
認
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
地
域
住
民
と

直
接
的
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

示
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
政
策
の
目
標

達
成
に
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
了
の
発
表
に
あ
た
り
、
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会

社
の
ウ
ィ
ワ
ッ
ト
・
ジ
ラ
テ
ィ
カ
ー
ン
サ
ク
ン
工
業
・

海
外
担
当
最
高
執
行
責
任
者
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東
部
経
済
回

廊
（
E
E
C
）
に
お
け
る
弊
社
工
業
団
地
近
隣
の
地
域

社
会
と
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
結
び
付
き
を
反
映
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
私
た
ち
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
弊
社
は
最
善
の
工
業
団
地
の
施

設
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
環
境
を
保
護
し
て
維
持
す

る
こ
と
に
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。
責
任
あ
る
姿
勢
が

伴
わ
な
け
れ
ば
、
成
長
と
進
歩
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。」

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
、
W
H
A
は
人
工
湿
地

の
建
設
と
資
金
調
達
を
担
い
ま
し
た
。
施
設
が
完
成
し

査
・
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
タ
イ
が
明

ら
か
に
最
善
の
選
択
肢
で
あ
る
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
タ
イ
は
東
南
ア
ジ

ア
経
済
の
先
導
者
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

天
然
ゴ
ム
の
供
給
元
と
し
て
も
世
界
最

大
手
の
1
つ
で
す
。
E
E
C
と
W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
卓
越
し
た
立
地
条
件
、

有
資
格
の
人
材
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

施
設
、
便
利
な
物
流
と
イ
ン
フ
ラ
を
備

え
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
強
い
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私
た
ち

の
投
資
の
重
要
な
要
因
で
、
弊
社
製
品

の
競
争
力
を
高
め
る
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
と
の
間
で
お
互
い

に
利
益
を
も
た
ら
す
長
期
的
な
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。」 

W
H
A 

E
S
I
E 

3
：
E
E
C
の
次
世

代
産
業
に
関
す
る
承
認
を
取
得
済
み

 　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
最
も
新
し
い
工

業
団
地
、
W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
合
計

2,
1
9
8
ラ
イ
（
8
6
9
エ
ー
カ
ー
、

3
5
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
工
業
用
地
か

ら
成
り
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
ノ
ン
・
ヤ

イ
区
と
い
う
戦
略
的
な
立
地
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
1
3
8
㎞
、

ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
か
ら
1
1
1
㎞

の
距
離
に
あ
り
、
主
要
幹
線
道
路
の
国

道
3
3
4
号
線
と
3
2
4
5
号
線
経
由

で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ま
た
、
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
深
海
港
に
も
近
く
、
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
他
の
2
つ
の
工
業
団
地
、

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

（
ラ
ヨ
ー
ン
）
と
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・

シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
1
（
W
H
A 

E
S
I
E 

1
）
も
近
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

W
H
A 

E
S
I
E 

3
は
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
水
準
が
高
い
こ
と
で

も
秀
で
て
い
ま
す
。
幅
30
〜
35
メ
ー
ト

ル
の
広
い
道
路
を
完
備
し
、
地
耐
力

20
〜
40
ト
ン
/
㎡
、
海
抜
+
80

/
+
1
1
0
メ
ー
ト
ル
の
堅
固
な
地
盤
が

特
長
で
す
。
電
力
は
地
方
電
力
公
社

（
P
E
A
）
が
22 

k
V
と
1
1
5 

k
V

で
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、
W
H
A
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

社
（
W
H
A 

U
P
）
が
屋
上
ソ
ー
ラ
ー

発
電
な
ど
の
代
替
電
源
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
他
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
は
、
工
業
用
水
、
廃
水
処
理
サ
ー

ビ
ス
、
廃
棄
物
の
処
理
・
埋
め
立
て
、

お
よ
び
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
N
G
D
3
に
よ
る
天
然
ガ
ス
供
給
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
8
か
所
の
W
H
A
工
業
団
地
と

同
様
に
、
W
H
A  

E
S
I
E 

3
も
東

部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
管
理
委
員
会

に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
た
工
業
奨
励

ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
次
世
代
自
動

車
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
、
航
空
、
お
よ
び
物
流
な
ど
の
次
世

代
産
業
の
投
資
家
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

た
今
、
当
グ
ル
ー
プ
は
1
年
間
に
わ
た
り
シ
ス
テ
ム
の

運
営
費
用
を
負
担
し
、
弊
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

チ
ー
ム
が
設
備
の
運
用
を
行
い
ま
す
。
同
チ
ー
ム
は
他

の
自
治
体
も
追
随
す
る
よ
う
動
機
付
け
る
た
め
に
、
シ

ス
テ
ム
運
営
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
し
、
蓄
積
さ
れ
た

知
識
と
経
験
を
共
有
し
て
、
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地

区
自
治
体
の
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
を
支
援
し
ま
す
。

　

ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
自
治
体
の

サ
コ
ー
ン
・
ア
ー
ト
ラ
ク
サ
区
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
助
力
と
支
援
に
よ

り
、
地
区
の
環
境
改
善
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
効
果
的
な
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
技
術
や
手
法
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
努
力
を
続
け
る

と
共
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
運
営
が
容
易
で
信

頼
性
が
高
く
、
費
用
も
格
安
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
さ
ら

に
生
ま
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
地
域
社
会
が
向
上
し
、
前
向
き
で
持
続
可
能
な

好
ま
し
い
影
響
が
広
が
り
ま
す
。」

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
と
プ
ル
ア
ッ
ク
・
デ
ー
ン
地
区
自

治
体
は
地
域
住
民
の
環
境
保
護
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
教
育
の
価
値
を
付
加
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク 

ー
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
W
H
A
U
P
）
は
C
L
M
V
諸
国
に
お
け
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡

張
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
子
会
社
の
「
W
H
A
U
P
ゲ
ア
ン
株
式
会
社
」
が

ベ
ト
ナ
ム
、
ゲ
ア
ン
省
の
水
道
生
産
・
供
給
会
社
、
C
u
a 

L
o
社
の
株
式
47
・

31
％
を
取
得
し
ま
し
た
。
投
資
額
は
3,
1
9
0
万
バ
ー
ツ
に
及
び
ま
す
。 

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）

の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
C
E
O
は
、
同
社
の
子
会
社
で
あ
る

「
W
H
A
U
P
ゲ
ア
ン
株
式
会
社
」
が
ベ
ト
ナ
ム
、
ゲ
ア
ン
省
の
水
道
供
給
会
社
、

「
C
u
a 

L
o 

W
a
t
e
r 

S
u
p
p
l
y
株
式
会
社
」（
以
下
「
C
u
a 

L
o

社
」）
の
株
式
47
・
31
％
を
2
3
4
億
5,
5
5
2
万
ベ
ト
ナ
ム
ド
ン
（
3,
1
9
0

万
バ
ー
ツ
）
で
取
得
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

　

C
u
a 

L
o
社
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
で
水
道
水
の
生
産
・
供
給
を
行
う
た

め
に
1
9
9
8
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
現
在
1
日
当
た
り
3
,
0
0
0
㎥
の

水
道
水
生
産
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
生
産
能
力
の
拡
大
を
進
め
て
お
り
、

2
0
1
9
年
第
2
四
半
期
ま
で
に
1
万
3,
0
0
0
㎥
と
な
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
３
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

W
H
A
U
P
が
C
L
M
V
諸
国
で
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大 

　
　 

ベ
ト
ナ
ム
の
水
道
供
給
会
社
「Cua Lo

」
の
株
式
47
・
31
％
を
取
得 

W
H
A
U
P
が
C
L
M
V
諸
国
で
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大 

　
　 

ベ
ト
ナ
ム
の
水
道
供
給
会
社
「Cua Lo

」
の
株
式
47
・
31
％
を
取
得 
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